オオモリ フルサト ノ ハマベ コウエン オ カツヨウ シタ スイケン カンキョウ キョウイク ノ ユウコウセイ ノ コウサツ ト ギョルイ オ モチイタ キョウザイ カイハツ ノ キソ チョウサ by 小林 麻里 & 佐々木 剛
TUMSAT-OACIS Repository - Tokyo University of Marine Science and Technology (東京海洋大学)
大森ふるさとの浜辺公園を活用した水圏環境教育の
有効性の考察と魚類を用いた教材開発の基礎調査





























大森ふるさとの浜辺公園の浜辺エリアにおいて，平成 19 年 5 月～11 月にかけて月 1 回，計 7 回投網を用い


























計画７ :水とみどりのネットワークづくり (潤いのまち )の｢浜風の薫る海辺の整備｣として設立されることとな
った。大田区長期基本計画とは、21 世紀を展望した街づくりの目標と行政運営の基本となる「基本構想」(昭
和 57 年策定)に基づき、行政施策の方向性を体系的に示したものである。大森ふるさとの浜辺公園設立の目
的は以下 4 点にまとめられる。  
z 公園、緑地の確保  
z 都市防災機能の強化  
z 人と海の接点の回復  
z 水域環境の改善  














河環境調査報告書，2001)に行われてきた。合計調査回数は、平成 11 年度～17 年度までの 14 回(平成 11 年
度 1 回 ,平成 12 年度 3 回 ,平成 13 年度以降 2 回ずつ)で、平成 20 年度まで実施予定である。それ以降の実施は
確定しておらず、まちなみ整備課としては継続していきたい意向を持っている。  

























うえでも重要であるとの観点から、その基礎的研究として大森ふるさとの浜辺公園において、平成 19 年 5 月
～11 月にかけて月 1 回、計 7 回実施した魚類調査を報告した。  
 
Ⅱ 児童の環境意識と学びの広がりの調査 















にある」という内容が、6 つの目標段階に整理されている(桜井ら，1996)。表 3 には、同憲章の環境教育に関
わる全体指針を示した。  



















Ⅱ-3 江戸前 ESD の概要，江戸前 ESD カフェの内容 




z 東京湾奥部の環境・生物・利用について多面的に理解し(知の共有)、  





18 年度環境省「国連持続可能な開発のための教育(ESD)の 10 年促進事業に採択されたことをきっかけに始ま
















平成 19 年 10 月 2 日に大田区立大森東小学校 6 学年児童 44 名を対象に行われた上述の「江戸前 ESD カフ
ェ－海とつながる私たちの生活－」による活動終了後、同児童 44 名を対象として 1 人に 1 枚アンケート用紙









アンケートをとった約 2 ヵ月後の平成 19 年 12 月 7 日、同じ児童 44 名を対象に再びアンケート用紙を配
布し、以下 6 項目の設問に答えてもらった。  
①  授業で勉強したことを誰かに話しましたか？あてはまるものをすべて丸で囲んでください。（ 人）には
話した人数を記入してください。  
  お父さん・お母さん・おじいちゃん・おばあちゃん・お兄さん( 人)・お姉さん( 人)・弟( 人)・妹
( 人)・友達( 人)・いとこ( 人)・おじさん( 人)・おばさん( 人)・その他   （ 人），   
（ 人），   （ 人） 
②  ①でどのようなことを話しましたか？思い出せるだけ書いてください。  
③  授業のあと、東京湾を守るために何かかんがえましたか？(はい・いいえ) 
④  ③で「はい」と答えた人は、どのようなことをかんがえましたか？  
⑤  授業のあと、東京湾を守るために何かじっこうしましたか？(はい・いいえ) 







10 月 2 日のものをアンケート 1、12 月 7 日のものをアンケート 2 とする。  
<アンケート 1> 
設問項目①について、活動以前に浜辺公園へ行ったことのある児童は 41 名(93%)、ない児童は 3 名(7%)で、
ほぼ全員が以前浜辺公園へ行ったことがあると分かった(図 1－①)。  
設問項目②について、「また浜辺公園へ行きたいですか？」に「はい」と答えた児童は 44 名中 41 名(93%)





ったりして遊びたい」「水遊び」「砂遊び」「着衣水泳」などが 9 名(20%)であった(図 1－③ⅰ) 。生物の観察・




























ミを捨てないが 13 名、「洗剤をあまり使わない」「醤油は使う分だけ出す」など水を汚さないが 7 名、「油は
そのまま捨てるのではなく、新聞紙で吸い取ってゴミ箱に捨てる」「油を排水溝に流さない」など油を流さな
いが 6 名、節電・埋め立てしない・リサイクルする・ゴミの分別をするが共に 1 名であった(図 1－⑥)。  
<アンケート 2> 
設問項目①について、「授業で勉強したことを誰かに話しましたか？」という問いに対し、「お母さん」に
44 名中 40 名が丸を付けており、約 91%の生徒が母親に話をしていることが分かった。次いで「お父さん」
が 11 名で 25%、「友達」が 10 名で 23%、「お兄ちゃん」と「妹」が共に 9 名で 20%、「祖母」と「お姉ちゃ
ん」が共に 8 名で 18%、「いとこ」が 5 名で 11%、「祖父」が 3 名で 7%、「おばさん」が 2 名で 5%、「弟」が
1 名で 2%であった(図 2－①ⅰ)。無回答は 3 名であった。選択肢の中で、「お兄ちゃん」・「お姉ちゃん」・「友
達」など、父親・母親のように唯一の存在ではなく、複数存在する可能性がある選択肢については何人に話
したかも記入させたところ、「友達」31 名、「お兄ちゃん」13 名、「妹」11 名、「姉」9 名、「いとこ」8 名、「お









童が 19 名(46％)であった(図 2－②)。  
設問項目③について「授業のあと、東京湾を守るために何か考えましたか？」に対し、「はい」が 10 名(23%)、








































































Ⅲ-2 方法  
調査地は大森ふるさとの浜辺公園の浜辺エリア(図 3)で、浜辺橋近くの人工磯から貴船堀近くの人工磯にか
けて広がる約 400 メートルの浜辺の、砕波帯から腰の深さまでの水域にかけて、平成 19 年 5 月 8 日、6 月
27 日、7 月 11 日、8 月 1 日、9 月 27 日、10 月 26 日、11 月 16 日の計 7 回、投網を用いた陸からの徒歩打ち
により魚類を採集した。採集した個体はクーラーボックスに入れ研究室に持ち帰り、10％希釈ホルマリンで
固定した後、「決定版日本のハゼ」「日本産魚類生態大図鑑」といった図鑑類や日本産魚類検索を参照して同





 採捕した魚種の個体数と標準体長の平均を表 4～10 に、全調査における採捕個体数を表 11 に一覧にした。
全調査において 3 目 8 科 19 種の魚類が確認され、計 1049 個体が採捕された。全調査の採捕種数と採捕個体
数の月変化を図 4 と図 5 に示した。採捕種数が最も多かったのは夏季にあたる 7 月・8 月で、共に 10 種確認
された。採捕個体数も、同じく夏季にあたる 7 月が 506 個体と最も多く、次いで 8 月が 201 個体であった。 
ヒストグラムで全データをグラフ化したものが図 6～23 である。採捕魚種の中でほぼ毎月採捕でき、個体
数も多かったのは、ボラ，ウグイ，マハゼの 3 種であり、この 3 種について、採捕個体数の変化と標準体長




調査日の水温は、5 月が 20.5℃、6 月が 25.5℃、7 月が 27.5℃、8 月が 26.5℃、9 月が 26.0℃、10 月が 19.5℃、









ハゼの 3 種は採捕個体数も多く、5 月～11 月の約半年間大森ふるさとの浜辺公園の海浜に生息していた。残
り 16 種に関して述べると、サッパは 6 月と 7 月、マルタは 7 月、メナダは 8 月、スズキは 7 月と 8 月、ギ
ンガメアジは 8 月、コトヒキは 9 月～11 月、クロダイは 6 月～8 月、チチブは 5 月～8 月・11 月、ニクハゼ・
スミウキゴリ・ドロメは 5 月、スジハゼは 7 月、ビリンゴは 5 月～8 月、ウロハゼは 6 月、アシシロハゼは 7
月というように、出現時期は魚種により異なり時期も限られていることから、これら魚類は 5 月～11 月の間
浜辺を一時的に生息の場として利用していると考えられる。このように、魚種によっても季節によっても魚
類の生息場所が異なるのは、発育段階毎に、非生物・生物的環境に対する要求が異なる故、発育または成長
にともない移動や回遊が展開される(横浜市公害対策局水質課 ,1978)ためである。  
 工藤(1997)によると、ある海域を魚類が生活する場として評価するとき、単なる種類や個体数からだけの議
論は危険であり、その場が産卵場なのか成育場なのかという、生物と生息場としての環境との関わりについ
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平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度
H12.2.24 H12.6.27 H12.10.26 H13.2.17 H13.6.28 H13.10.29 H14.6.28 H14.10.25 H15.6.24 H15.10.25 H16.6.28 H16.10.5 H17.6.20 H17.10.11
エイ エイ アカエイ ●
ニシン
ニシン
サッパ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
コノシロ ● ● ● ● ● ●
カタクチイワ カタクチイワシ ● ● ● ●
コイ コイ マルタ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
スズキ
ボラ
ボラ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
メナダ ●
セスジボラ ●
スズキ スズキ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ヒイラギ ヒイラギ ●
シマイサキ コトヒキ ● ●
タイ クロダイ ●
ハゼ
スジハゼ ● ● ● ●
アベハゼ ● ● ● ● ● ● ● ●
マサゴハゼ ● ● ● ●
チチブ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
シモフリシマハゼ ●
チチブ属の一種 ● ● ● ● ● ●
ウロハゼ ● ● ●
アゴハゼ ● ● ● ● ● ●
ドロメ ●
ビリンゴ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ニクハゼ ●
マハゼ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
アシシロハゼ ● ● ● ● ● ● ●
ミミズハゼ ● ● ● ●
ヒナハゼ ●
カレイ カレイ マコガレイ ● ● ●













































   













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 30. 調査日の水温の変化 
－50－ 
目名 科名 種名 個体数 体長(㎜)の平均 目名 科名 種名 個体数 体長(㎜)の平均
ボラ ボラ 7 63.4 ニシン ニシン サッパ 2 66.9
チチブ 2 54.3 コイ コイ ウグイ 9 55.0
ニクハゼ 1 21.6 ボラ ボラ 107 70.7
スミウキゴリ 1 20.5 タイ クロダイ 1 47.1
ビリンゴ 6 25.6 チチブ 2 66.3
ドロメ 16 18.7 ビリンゴ 1 37.1
マハゼ 10 31.3 マハゼ 6 39.4
ウロハゼ 1 99.8
目名 科名 種名 個体数 体長(㎜)の平均 科名 種名 個体数 体長(㎜)の平均
ニシン ニシン サッパ 5 62.1 コイ コイ マルタ 2 77.8
コイ コイ ウグイ 23 68.9 ウグイ 68 72.4
ボラ ボラ 345 67.9 スズキ ボラ ボラ 65 83.6
スズキ スズキ 2 100.8 メナダ 2 73.9
タイ クロダイ 2 44.4 スズキ スズキ 16 117.8
チチブ 4 62.7 アジ ギンガメアジ 1 75.5
ビリンゴ 64 34.3 タイ クロダイ 1 85.8
マハゼ 60 53.0 ハゼ チチブ 1 51.0
スジハゼ 1 41.1 ビリンゴ 16 37.3
アシシロハゼ 2 50.8 マハゼ 29 62.4
目名 科名 種名 個体数 体長(㎜)の平均 目名 科名 種名 個体数 体長(㎜)の平均
コイ コイ ウグイ 23 101.8 コイ コイ ウグイ 33 103.2
ボラ ボラ 54 133.6 ボラ ボラ 13 131.2
シマイサキ コトヒキ 2 54.9 シマイサキ コトヒキ 5 29.0
ハゼ マハゼ 11 70.9 ハゼ マハゼ 9 88.5
目名 科名 種名 個体数 体長(㎜)の平均
コイ コイ ウグイ 1 117.0
ボラ ボラ 16 141.3


















目名 科名 種名 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
ニシン ニシン サッパ 2 5 7
マルタ 2 2
ウグイ 9 23 68 23 33 1 157
ボラ 7 107 345 65 54 13 16 607
メナダ 2 2
スズキ スズキ 2 16 18
アジ ギンガメアジ 1 1
シマイサキ コトヒキ 2 5 1 8
タイ クロダイ 1 2 1 4




ビリンゴ 6 1 64 16 87
ドロメ 16 16
マハゼ 10 6 60 29 11 9 1 126
ウロハゼ 1 1
アシシロハゼ 2 2
3目 8科 19種 43 129 506 201 90 60 20
コイ コイ
スズキ
ボラ
ハゼ
